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～サポーターは認知症の方を支える杖～
[image: image6.jpg]



3月7日、グループ桂台の主催で認知症サポーター養成講座が開催されます。この講座は、認知症に対する理解と地域での「優しい支援の輪」を広げていこうと、今年の１月に開催された認知症サポーター養成講座（同じ内容です！）を受講したグループ桂台のボランティアさんが、自分たちの仲間や地域の方々に向けて、企画したものです。


認知症サポーターは、文字通り、地域で暮らす認知症の人やそのご家族を支援するサポーターです。「認知症サポーター１００万人キャラバン」では、決して特別な病気ではない認知症への理解を深め、サポーターを１００万人養成しようという運動です。また、キャラバンメイトは、認知症サポーター講座において講師役となる立場の方々になります。（所定のキャラバンメイト研修を受講して登録するとその資格が得られます）

認知症サポーター養成講座は、昨年ころから徐々に増え、この栄区内でも各ケアプラザなどで開催しています。（右ページでは、その時の様子を報告させていただきます）また、講座の開催に比例して、全国的にも認知症サポーターは、当初目標だった１００万人をすでに超え、ナント１４６万人（平成21年12月31日時点）になっています。このことからも、認知症への関心がかなり高いことがうかがえます。
· なお、今回の関連記事が平成21年2月の地域交流プログラムに掲載しています。ご興味のある方は、桂台ケアプラザ支えあい連絡会・支えあいネットワークのホームページまでアクセスしてください
http://www.katuradai.com/chiikikoryu200902.htm






栄区にお住まいの5人のキャラバンメイトさんが講


師に立ち、2時間かけてビデオやテキスト等を使いな


がらいろいろな経験談をもとに認知症について分かり


やすい言葉でお話をしてくださいました。


具体的な内容としては、


認知症とは何か　　→認知症は脳神経の病気です。


診断・治療・予防について　→早期受診をして適切な治療を受け、症状の進行を緩和させることが大切です。また、予防のためには規則正しい生活を送ることが重要です。


認知症のサポーターとして何ができるか　→身近な認知症の方を暖かく見守り認知症の方やその家族の気持ちを理解するように努めることがサポーターの役割です。


という内容でした。


講座参加者の感想としては「特別なことをするのではなく、認知症を理解することがすでに支援になっている」「周囲で温かく見守


ることが大切なこと」「認知症の方とご家族を支える


杖の役割をしてほしいと言う言葉が響いた」「現実に


自分がこれから迎えるべきことを、冷静におおらか


に受け止められるように努力していきたいと思う。」


といった声が聞かれました。




















講座受講者に配布されるオレンジリング














今回の講座に参加して、認知症についての理解が広がることは、認知症の方が地域で自分らしく暮らすためにとても大切なことだと感じました。





「地域で認知症サポーターの講座を企画してみたい」「認知症キャラバンメイトの資格をとりたい」などのご要望、ご興味のある方は、ぜひ、桂台地域ケアプラザまでご相談ください。及ばずながら、みなさまと一緒に考えていきたいと思っています。











○認知症サポーターについて詳しく知りたい方は、


全国キャラバンメイト連絡協議会　� HYPERLINK "http://www.caravanmate.com" ��http://www.caravanmate.com�まで。





○認知症サポーターになりたいという方は、


栄区役所高齢者支援課高齢支援係　℡：045-894-8415まで。














